




















 2024年度建築積算士二次試験

公益社団法人日本建築積算協会



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25

基礎 F1 1.80 2.20 0.80 1 3.17 8.00 0.80 1 6.40 X方向主筋 D19 1.80 11 1 19.80

Y方向主筋 D19 2.20 9 1 19.80

参考 参考 ①

3.17 6.40 39.60

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠 鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　　法 寸　　　　法

　8.00 = (1.80+2.20) x 2 (周囲)

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

No.                    



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D25+D25

基礎梁 FG1 0.45 1.60 4.40 1 3.17 3.20 4.40 1 14.08 上端通し筋 D25 5.58 3 1 16.74 3.00

下端通し筋 D25 5.58 3 1 16.74 3.00

F1取合 0.45 0.30 0.60 ▲ 1 ▲ 0.08 0.30 0.60 ▲ 2 ▲ 0.36

左端部上端筋 D25 2.36 2 1 4.72

F2取合 0.45 0.30 0.60 ▲ 1 ▲ 0.08 0.30 0.60 ▲ 2 ▲ 0.36

右端部上端筋 D25 1.78 2 1 3.56

中央下端筋 D25 3.20 2 1 6.40

腹筋 D13 4.46 6 1 26.76

連続梁の全長にわたる鉄筋で     1×3=3.00

梁長さが5m～10m未満の為1か所の継手を計上

基礎梁の長さは柱内法長さ
  4.40 ＝5.00 - 0.30 - 0.30
　　　　　　　　　  柱半幅  柱半幅

 5.58 = 4.40 + 0.88 + 0.30
          梁長    定着    柱半幅

 2.36 = 1.10 + 0.88 + 0.38
        梁長/4    定着 　余長

連続梁の全長にわたる鉄筋で     1×3=3.00

梁長さが5m～10m未満の為1か所の継手を計上

 0.30 = 1.60 - 1.30

          梁成  梁天端～基礎

  0.60=0.90-0.30
      基礎半幅 柱半幅

No.                    

名　　称

　3.20 = 1.60 x 2 (両面)

 0.30 = 1.60 - 1.30

          梁成  梁天端～基礎

  0.60=0.90-0.30
      基礎半幅 柱半幅

 1.78 = 1.10 + 0.38 + 0.30
         梁長/4   余長   右柱半幅

 4.46 = 4.40 + 0.03 x 2
          梁長     余長 ｘ2

 3.20 = 2.20 + 0.50 + 0.50
         梁長/2   余長   余長

(　　　　　　　　)

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

 5.58 = 4.40 + 0.88 + 0.30
          梁長    定着    柱半幅

コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法 寸　　　　法

(公社)日本建築積算協会12号用紙



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D25+D25

ｽﾀﾗｯﾌﾟ D13 4.10 31 1 127.10

幅止筋 D10 0.45 9×3 1 12.15

② ③ 参考 ④ ⑤ 参考

3.01 13.36 12.15 153.86 48.16 6.00

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

割付け本数 = 4.40 ÷ 0.60 = 7.3･･･ → 8
 8 + 1 = 9本　3段分

0.45 = 梁幅

割付け本数 = 4.40 ÷ 0.15 = 29.3･･･ → 30
 30 + 1 = 31本

 4.10 = (0.45 + 1.60) x 2
            梁幅   梁成

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

No.                    

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　　法 寸　　　　法



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D25+D25

柱　1C1 0.60 0.60 5.00 1 1.80 2.40 5.00 1 12.00 主筋 D25 5.00 8 1 40.00 8.00

　柱長

主筋 D25 5.38 2 1 10.76 2.00

ﾌｰﾌﾟ筋 D13 2.40 49 1 117.60

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1.80 12.00 117.60 50.76 10.00

　2.40 = 0.60 x 4 (周長)  階高

割付け範囲
    一般部 5.00 - 0.80 = 4.20
               階高   梁成

    仕口部 0.80
               梁成

割付け本数
    一般部 4.20 ÷ 0.10 = 42　　　→ 42
    仕口部 0.80 ÷ 0.15 = 5.3･･･ →   6
    合　 計 42 + 6 =48　48 + 1 = 49本

 2.40 = 0.60 x 4 (周長)

5.38 = 5.00 + 0.38
　　　　 柱長　  余長

No.                    

階の全長にわたる鉄筋は各階ごとに

1か所の継手を計上

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　法



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D22+D22

大梁 RG2 0.40 0.70 5.40 1 1.51 1.60 5.40 1 8.64 上端通し筋 D22 8.14 4 1 32.56

4.00

下端通し筋 D22 6.94 3 1 20.82

中央下端筋 D22 3.58 1 1 3.58

腹筋 D10 5.46 2 1 10.92

ｽﾀﾗｯﾌﾟ D13 2.20 28 1 61.60

 6.94 = 5.40 +  0.77 + 0.77
          梁長      定着     定着

No.                    

 5.46 = 5.40 + 0.03 x 2
          梁長  +   余長x2

割付け本数 = 5.40 ÷ 0.20 = 27  → 27
 27 + 1 = 28本

 2.20 = (0.40 + 0.70) x 2
            梁幅    梁成

 3.58 = 2.70 + 0.44x2
         梁長/2   余長x2

単独梁において、径16mm以上の鉄筋長さが7.00

ｍ毎に継手が必要　　　　継手無し

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法 寸　　　　法

梁長さは柱内法長さ
     5.40 ＝ 6.00 - 0.30 - 0.30
　　　　　　  　　　     柱半幅　 柱半幅

 8.14 = 5.40 +  0.60 x 2 + 0.77 x 2
          梁長      　柱幅x2     定着x2

 1.60 = 0.70 x 2+ 0.40 - 0.20
          梁成          梁底  ｽﾗﾌﾞ厚

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

単独梁において、径16mm以上の鉄筋長さが7.00

ｍ毎に継手が必要

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D22+D22

幅止筋 D10 0.40 10 1 4.00

⑪ ⑫ 参考 ⑬ ⑭ ⑮

1.51 8.64 14.92 61.60 56.96 4.00

(　　　　　　　　)

(公社)日本建築積算協会12号用紙

割付け本数 = 5.40 ÷ 0.60 = 9  → 9
 9 + 1 = 10本　1段分

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　　法 寸　　　　法

No.                    

0.40 = 梁幅

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D19+D19

小梁　RB1 0.35 0.70 3.80 1 0.93 1.45 3.80 1 5.51 上端通し筋 D19 5.14 4 1 20.56

下端通し筋 D19 4.56 4 1 18.24

腹筋 D10 3.86 2 1 7.72

ｽﾀﾗｯﾌﾟ D13 2.10 20 1 42.00

 3.86 = 3.80 + 0.03 x 2
          梁長  +   余長x2

 4.56 = 3.80 + 0.38 ｘ 2
          梁長   定着(20ｄ)x2

 2.20 = (0.35 + 0.70) x 2
          梁幅     梁成

No.                    

(　　　　　　　　)

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠 鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　　法 寸　　　　法

梁長さは大梁内法長さ
 3.80 ＝ 4.00 + 0.30 x 2 - 0.40 x 2
　　　　　 ｽﾊﾟﾝ    柱半幅x2      梁幅x2

1.45 = 0.70 x 2 + 0.35 - 0.15 x 2
          梁成x2       梁底    ｽﾗﾌﾞ両側

 5.14 = 3.80 + 0.67 ｘ 2
          梁長   定着(35ｄ)x2

単独梁において、径16mm以上の鉄筋長さが7.00

ｍ毎に継手が必要　　　　継手無し

単独梁において、径16mm以上の鉄筋長さが7.00

ｍ毎に継手が必要　　　　継手無し

割付け本数 = 3.80 ÷ 0.20 = 19  →  19
 19 + 1 = 20本

(公社)日本建築積算協会12号用紙



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25 　D19+D19

幅止筋 D10 0.35 8 1 2.80

⑯ ⑰ 参考 ⑱ ⑲

0.93 5.51 10.52 42.00 38.80

割付け本数 = 3.80 ÷ 0.60 = 6.3･･･ → 7
 7 + 1 = 8本　1段分

0.35 = 梁幅

No.                    

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

寸　　　　法
名　　称

コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25

壁 1Ｗ15 6.40 4.20 0.15 1 4.03 6.40 4.20 2 53.76 縦筋 D13 5.44 33 1 179.52

横筋 D13 7.64 22 1 168.08

⑳ ㉑ ㉒

4.03 53.76 347.60

 5.44 = 4.20 + 0.39 x 2 + 0.46
          壁高さ    定着 x 2  　継手

 7.64 = 6.40 + 0.39 x 2 + 0.46
         壁長さ    定着 x 2     継手

割付け本数 = 4.20 ÷ 0.20 = 21 →  21
 21 + 1 = 22本

No.                    

縦筋の継手は

各階に1か所計上

径13mm以下の鉄筋長さが6.00ｍ毎

に継手が必要

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

割付け本数 = 6.40 ÷ 0.20 = 32 →  32
 32 + 1 = 33本

寸　　　　法

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

壁高さは梁内法長さ
 4.20 = 5.00 - 0.80
          階高　　梁成

壁長さは柱内法長さ
     6.40 ＝ 7.00 - 0.30 - 0.30
　　　　　　 　ｽﾊﾟﾝ  柱半幅　 柱半幅

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法



く　　　体　　　積　　　算

圧　接

か所 体　積 か所 面　積 形　　状 径 長　さ 本数 か所 　D10 　D13 　D16 　D19 　D22 　D25

床板 RS1 4.80 5.80 0.20 1 5.57 4.80 5.80 1 27.84 短辺上端筋 D13 5.58 30 1 167.40

短辺下端筋 D13 5.10 30 1 153.00

長辺上端筋 D13 7.04 25 1 176.00

長辺下端筋 D13 6.56 25 1 164.00

㉓ ㉔ ㉕

5.57 27.84 660.40

No.                    

 5.10 =　4.80 + 0.15 x 2
          床板長    定着

 7.04 =　5.80 + 0.39 x 2 + 0.46
          床板長    定着x2     継手

割付け本数 = 5.80 ÷ 0.20 = 29
 29 + 1 = 30本

 5.58 =　4.80 + 0.39 x 2
          床板長    定着

鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　筋

(公社)日本建築積算協会12号用紙

(　　　　　　　　)

割付け本数 = 4.80 ÷ 0.20 = 24
 24 + 1 = 25本

割付け本数 = 4.80 ÷ 0.20 = 24
 24 + 1 = 25本

 6.56 =　5.80 + 0.15 x 2 + 0.46
          床板長    定着x2     継手

径13mm以下の鉄筋長さが6.00ｍ毎

に継手が必要

径13mm以下の鉄筋長さが6.00ｍ毎

に継手が必要

短辺長さは梁内法長さ
    4.80 ＝ 5.00 + 0.30 x 2 - 0.40 x 2
　　　　　　　ｽﾊﾟﾝ   柱半幅x2      梁幅x2 割付け本数 = 5.80 ÷ 0.20 = 29

 29 + 1 = 30本

長辺長さは梁内法長さ
 5.80 = 6.00 + 0.30 x 2 - 0.40 x 2
　　　　  ｽﾊﾟﾝ    柱半幅x2     梁幅x2

名　　称
コ　　ン　　ク　　リ　　ー　　ト 型　　　　　　　枠

寸　　　　　法 寸　　　　法















問題　Ⅲ

単位

床  アスファルト防水、 コンクリート金こて押え ㎡
①

151.16

床  軽量コンクリート ㎥
②

9.07

床 伸縮目地 ｍ
③ 140.80

立上り 露出アスファルト防水、 コンクリート打放し下地 ㎡
④

33.66

笠木  アルミ笠木　Ｗ400　（役物を含む） ｍ
⑤

61.60

床 ビニル床シートｔ2.5、 乾式二重床 H100下地 ㎡
⑥

147.02

幅木（柱）  ビニル幅木Ｈ60、 コンクリート打放し下地 ｍ
⑦

12.00

幅木  ビニル幅木Ｈ60、 石こうボードｔ12.5 (ＧＬ工法) ｍ
⑧

20.91

柱型 ビニルクロス、 コンクリート打放し下地 ㎡
⑨

35.28

壁  ビニルクロス、 石こうボードｔ12.5 (ＬＧＳ面） ㎡
⑩

26.05

壁  ビニルクロス、 石こうボードｔ12.5 (ＧＬ工法) ㎡
⑪

52.60

天井  ロックウール吸音板ｔ9、 石こうボード下地ｔ9.5 ＬＧＳ ㎡
⑫

139.16

廻縁 塩ビ ｍ
⑬

50.20

断熱材 Ｘ1通り､Ｙ1 ～Ｙ3間の外壁面断熱材ｔ20 ㎡
⑭

33.26

湯沸室 床  ビニル床シートｔ2.5、 乾式二重床 H100下地 ㎡
⑮

5.60

床 タイルカーペットt6、 乾式二重床Ｈ100下地 ㎡
⑯

20.54

幅木 ビニル幅木Ｈ60、 石こうボードｔ12.5 (ＧＬ工法) ｍ
⑰

3.15

壁 ビニルクロス、 コンクリート打放し下地 (柱型含まず) ㎡
⑱

11.18

天井 ロックウール吸音板ｔ9、 石こうボード下地ｔ9.5 ＬＧＳ ㎡
⑲

19.52

外部建具周囲モルタル充填 （防水材入り） ｍ
⑳

24.60

強化ガラスｔ10 ㎡
㉑

13.34

網入り磨き板ガラスｔ6.8 ㎡
㉒

5.58

ＡＷ－1アルミ製建具用ガラスシーリング （片面数量×2） ｍ
㉓

41.60

鋼製建具面ＳＯＰ （合成樹脂調合ペイント） ㎡
㉔

20.80

 ＬＧＳ　100形　全数量 ㎡
㉕

80.59間仕切

設計数量

開口部

屋根

貸店舗

事務室・
更衣室

仕　　　上場所・部屋・部位

内
　
部
　
仕
　
上

外
　
部
　
仕
　
上



(社)日本建築積算協会14号用紙
　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

①解答例 回答例④

全体 221.84 33.66

△ 70.68

151.16 33.66

(m2) (m2)

基本寸法
Ｘ方向寸法 周長
Ｙ方向寸法 高さ

欠除寸法
Ｘ方向寸法

Ｙ方向寸法

②解答例 回答例⑤

床

37.80
9.07 23.80

9.07 61.60

(m3) (m)

Ｘ方向

③回答例 Ｙ方向

Ｘ方向長さ 94.00
同欠如長さ △ 22.80
Ｙ方向長さ 94.40
同欠除長さ △ 24.80

140.80

(m)

18.80×11.80

18.90×2

屋根

床 壁

仕　　上 計　　　　　　　　算

61.20×0.55

⑤

軽量コンクリートt60

151.16×0.06

③

②

天　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

④

（18.80+11.80）×2＝61.20

0.70-0.15＝0.55

アルミ笠木Ｗ400

12.00-（0.05×2）＝11.90

11.90×2

△5.70×6.20×2

伸縮目地

①

19.00-（0.10×2）＝18.80

12.00-（0.10×2）＝11.80

左右同じ欠如面積

6.00-0.30-0.10+0.10＝5.70

6.50-0.30-0.10+0.10＝6.20

19.00-（0.05×2）＝18.90

①で算出した面積×コンクリートの厚み

11.80×8

△6.20×2×2

18.80×5

△5.70×2×2

笠木の計測は笠木幅の中心の長さとする。

欠除部分の出入隅の増減はない。

アスファルト防水

コンクリートコテ押え下地

アスファルト露出防水

コンクリート打放し下地



(社)日本建築積算協会14号用紙
　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

回答例⑥ 回答例⑦ 回答例⑫

柱型

LGS

全体 149.20

柱

Ｘ1，Ｙ1 2.56 床面積 147.02
△ 1.54 6.24 照明器具

3.20 Ｌ1 △ 7.20

Ｘ2，Ｙ2 △ 0.64

Ｘ1，Ｙ3 12.00 △ 0.66

(m)
△ 2.18 回答例⑧ 

147.02 断熱材面 139.16

(m2) (m2)

基本寸法 10.08

Ｘ方向 10.83 回答例⑬

Ｙ方向

20.91 廻縁　塩ビ

(m)
回答例⑨ 12.27×2 24.54

12.16×2 24.32

柱型 柱 0.64×2×3 3.84

独立柱 0.80×4 3.20

回答例⑦

幅木長さ 36.00 △ 3.30

△ 2.40

△ 0.72

35.28 50.20

(m2) (m)

貸店舗

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　井

ビニル床シート　t2.5

乾式二重床Ｈ100下地
ビニル幅木　Ｈ60

コンクリート打放し下地

ビニル幅木Ｈ60

ロックウール吸音板ｔ9

石こうボード下地ｔ9.5 

（0.64+0.64）×2

△0.30×3.00×8

そ　　の　　他
仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

（0.64+0.80+0.64）×3

△2.40×0.20

△0.80×0.64×3

12.27×12.16

Ｘ1，Ｙ2、Ｘ2，Ｙ1、Ｘ2．Ｙ3

ブラインドボックス

⑦

12.27-0.80-0.64
12.16-0.64-0.8-0.64

石こうボードｔ12.5 (ＧＬ工法)

△0.64×0.64

0.80×4

△3.30×0.20

柱型△計

△0.64×0.64

⑫

△0.80×0.80

ビニルクロス

コンクリート打放し下地 

8.00+4.40-0.08-0.05＝12.27

⑧

6.00+6.00+0.32-0.08-0.08＝12.16

⑥

12.00×3.00

幅木

ブラインドボックス

⑨ ⑬

△12.00×0.06

No.                    



(社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

回答例⑩

ＬＧＳ面

Ｙ方向長さ 36.48

ＳＤ-1 △ 1.60
ＳＤ-2 △ 4.00

ＳＦＦ-1 △ 2.00

ＳＤ-3 △ 2.40

幅木 △ 0.43

26.05

(m2)

回答例⑪

断熱材面

断熱材面長さ

Ｘ方向 断熱材
Ｙ方向 　面長さ 62.73

AW-1 △ 3.30

AW-2 △ 5.58

△ 1.25

52.60

(m2)

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

貸店舗

幅木 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

ビニルクロス

石こうボードｔ12.5 

12.16×3.00

△0.80×2.00

△3.10×1.80

△1.00×2.00
△2.00×2.00

12.16-0.80-2.00-1.00-1.20＝7.16

7.16×0.06幅木減

△1.20×2.00

⑩

⑪

幅木

△2.20×1.50

△20.91×0.06

石こうボードｔ12.5 (ＧＬ工法)

ビニルクロス

12.16-0.64-0.80-0.64＝10.08 20.91×3.00

12.27-0.64-0.80＝10.83

No.                    



(社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

解答例⑭

断熱材

33.26
(m2)

長さ

高さ

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

貸店舗

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

×1通り、Ｙ1-3

10.08×3.30

12.16-0.64-0.80-0.64＝10.08

4.00-0.70＝3.30

⑭

No.                    



(社)日本建築積算協会14号用紙
　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

7.01
柱 △ 0.51

ミニキッチン △ 0.90

5.60

(m2)

Ｘ方向
Ｙ方向

数　　量

湯沸室

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井
そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上

ビニル床シート　t2.5

計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算

乾式二重床Ｈ100下地

⑮

1.50+0.45-0.05-0.05＝1.85

△1.50×0.60

3.79×1.85

0.64×0.8

3.60+0.32-0.08-0.05＝3.79

No.                    



(社)日本建築積算協会14号用紙

　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

解答例⑯ 解答例⑰ 解答例⑲

乾式二重床Ｈ100下地 断熱材面

20.54 LGS

Ｘ3，Ｙ1
3.15 床面積 20.54

(m) 照明器具

20.54 Ｌ2 △ 1.02

(m2)

Ｘ方向 解答例⑱ 19.52

Ｙ方向 (m2)

11.47

幅木 △ 0.29

11.18
(m2)

そ　　の　　他

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上

タイルカーペットt6

石こうボードｔ12.5 (ＧＬ工法)

ビニル幅木Ｈ60

ロックウール吸音板ｔ9
石こうボード下地ｔ9.5 

数　　量

⑯

事務室・更衣室

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井

計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算

△0.30×1.70×2

△0.64×0.64 3.79-0.64

3.79×5.42

⑰

△2.40×0.20

3.60+0.32-0.08-0.05＝3.79

5.55-0.08-0.05＝5.42

（5.42-0.64）×2.40

コンクリート打放し下地 

ブラインドボックス

⑱

⑲

ビニルクロス

△4.78×0.06

No.                    



建　　　具　　　積　　　算
面　積 か所 面積計 ｼｰﾘﾝｸﾞ

W-SOP ＴＧ ＰＷ 外部建具
Ｗ Ｈ Ａ Ｎ AN t10 t6.8 充填モルタル

AＷ-1 2.20 1.50 2 14.80

AＷ-2 3.10 1.80 1 9.80

ＳＳＤ-1 2.00 2.50 5.00 1 5.00 1.00-0.15×2＝0.70

2.50-0.15×2＝2.20

0.70×2.20×2 3.08

ＳＳＤ-2 2.05 2.50 5.13 2 10.26 左記面積より 10.26

（10.25）

AＷ-2 3.10 1.80 5.58 1 5.58 左記面積より 5.58

㉑ ㉒ ⑳

13.34 5.58 24.60

周長＝（2.20+1.50）×2×２か所

周長＝（3.10+1.80）×2

強化ガラス　t10　ＴＧ

網入磨き板ガラス　t6.80  ＰＷ

(公社)日本建築積算協会17号用紙

(公社)日本建築積算協会17号用紙
[ 金 属 製 ・ 木 製 ] （　　　　　　　　　）

符号
寸　　　　　法 塗　　　　　　　　装 ガ　　　　ラ　　　　ス

種類
係
数

種類 計　　　　　算

塚原　均
テキストボックス
 SSW-1




建　　　具　　　積　　　算

面　積 か所 面積計 ｼｰﾘﾝｸﾞ

Ｓ-SOP ガラス回り

Ｗ Ｈ Ａ Ｎ AN シーリング

AＷ-1ガラス回りシーリング

AＷ-1 2.20 1.50 2 2.20×2＝4.40 ×2（か所 20.80×2（両面）

1.50×4＝6.00 41.60

ＳОＰ

（鋼製建具面）

ＳＤ-1 0.80 2.00 1 1.60 2.9 4.64

ＳＤ-2 2.00 2.00 1 4.00 2.6 10.40

ＳＤ-3 1.20 2.00 1 2.40 2.4 5.76

㉔ ㉓

20.80 41.60

[ 金 属 製 ・ 木 製 ] （　　　　　　　　　）

符号

寸　　　　　法 塗　　　　　　　　装 ガ　　　　ラ　　　　ス

種類
係
数

種類 計　　　　　算



(社)日本建築積算協会14号用紙
　　　　仕　　　上　　　積　　　算 （　　　　　　　　）

ＬＧＳ
100形

Ｙ方向 46.82

Ｘ方向 43.77

ＳＤ-1 △ 1.60
ＳＤ-2 △ 4.00

ＳＤ-3 △ 2.40

ＳＳＦ-1 △ 2.00

80.59

12.16＝
3.79＝

No.                    

貸店舗Ｙ方向の長さ

3.60+0.32-0.08-0.05

㉕

△1.20×2.00

△1.00×2.00

△0.80×2.00

△2.00×2.00

12.16×3.85

床 壁 天　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井

3.79×3.85×3

そ　　の　　他
仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量 仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量

間仕切り

仕　　上 計　　　　　　　　算 数　　量
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(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

H-350×175 H-400×200 □-300× □-300× PL-9 PL-12 PL-16

か所 ×7×11 ×8×13 300×16 300×22

１Ｃ１　-　1台

（シャフト）

BSAE PL 25 0.500 0.50 1 1 0 25

1F 主材 □ 300×300×22 3.88 1 1 3 88

2F 主材 □ 350×350×16 2.70 1 1 2 70

（２階仕口）

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ PL 28 0.360 0.36 2 1 0 26

主材 □ 300×300×22 0.34 1 1 0 34

2G1

MAIN H 400×200×8×13 1.00 1 1 00

H 400×200×8×13 1.10 1 1 10

ST-1 2 10 2 70 4 22 0 25 0 26

柱-1

PL-22 PL-25 PL-28

名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

[　柱　]

仕口高さ　　上下ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ厚

　 400　　－　　28×2　　＝　344

 1階階高　　   1階下り　　　ﾍﾞｰｽ厚み　　2階下り　　2階大梁高さ

　4,250 　＋　　250　　－　　25　　－　　200　　－　400　＝　3,875

 2階階高　　  2階梁下り　　　R階梁下り　　R階大梁高さ

　3,000 　＋　　200　　－　　150　　－　　350　　＝　2,700

　柱幅　　　　柱面よりの出幅

　300　　＋　　30×2　　＝　360

　柱幅　　　柱面より出幅

　300 　＋　　100×2　　＝　500

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　　　柱/2

　1,150　　－　　300/2　　＝
1,000

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　　　柱/2

　1,250　　－　　300/2　　＝
1,100



(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

H-350×175 H-400×200 □-300× □-300× PL-9 PL-12 PL-16

か所 ×7×11 ×8×13 300×16 300×22

2G2

ﾌﾗﾝｼﾞ PL 22 0.250 1.17 2 1 0 59

ｳｴﾌﾞ PL 12 0.356 1.20 1 0 43

（Ｒ階仕口）

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ PL 22 0.360 0.36 2 1 0 26

主材 □ 300×300×16 0.31 1 1 0 31

RG1

MAIN H 350×175×7×11 1.00 1 1 00

H 350×175×7×11 1.10 1 1 10

RG2

ﾌﾗﾝｼﾞ PL 16 0.200 1.17 2 1 0 47

ST-2 2 10 0 31 0 43 0 47 0 85

柱-2

PL-25PL-22 PL-28

名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

仕口高さ　　上下ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ厚

　 350　　－　　22×2　　＝　306

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　 柱/2　　　ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ出幅

　1,350　　－　300/2　－　　30　　　＝　1,170

梁高さ　　上下ﾌﾗﾝｼﾞ厚

　400　－　22×2　＝　356

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　 柱/2

　1,350　　－　300/2　＝　1,200

　柱幅　　　　柱面よりの出幅

　300　　＋　　30×2　　＝　360

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　 柱/2

　1,150　　－　300/2　＝　1,000

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　 柱/2　　　ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ出幅

　1,350　　－　300/2　－　　30　　　＝　1,170

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　 柱/2

　1,250　　－　300/2　＝　1,100



(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

H-350×175 H-400×200 □-300× □-300× PL-9 PL-12 PL-16

か所 ×7×11 ×8×13 300×16 300×22

ｳｴﾌﾞ PL 9 0.318 1.20 1 0 38

ST-1 (前頁より転記) 2 10 2 70 4 22 0 25 0 26

ST-2 (前頁より転記) 2 10 0 31 0 43 0 47 0 85

ST-3 0 38

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

Ｔ 2 10 2 10 3 01 4 22 0 38 0 43 0 47 0 85 0 25 0 26

柱-3

PL-28

名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

PL-22 PL-25

梁高さ　　上下ﾌﾗﾝｼﾞ厚

　350　－　16×2　＝　318

ｼﾞｮｲﾝﾄ長さ　　　　柱/2

　1,350　　－　300/2　＝　1,200



(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

か所

m k m

Ｃ１　-　２階Ｇ２梁仕口廻り溶接

（Ｇ2）

DF×ﾌﾗﾝｼﾞ HB2 22 0.25 2 1 1 0 50 16 88 8 44

主材×ｳｴﾌﾞ F2 12 0.36 1 1 0 36 4 50 1 62

ﾀﾞｲﾔ×ｳｴﾌﾞ F2 12 0.03 2 1 0 06 4 50 0 27

⑪

Ｔ 10 33

柱-４

延長長さ

工場溶接

長さ 換算係数名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

梁高さ　　上下ﾌﾗﾝｼﾞ厚

　400　－　22×2　＝　356



(社)日本建築積算協会13号用紙

鉄　　骨　　積　　算 （ ）

H-294×200 HTB-M20

か所 ×8×12

２Ｂ１　-　1台

MAIN H 294×200×8×12 7.250 1 7 25

ｶﾞｾｯﾄ G2付 PL 9 0.119 0.36 2 0 09

ｽﾁﾌﾅｰ PL 9 0.119 0.36 1 0 04

WSP SPL-3 PL 6 0.170 0.20 4 1 0 14

W HTB M20 12 1 12

⑫ ⑬ ⑭ ⑮

T 7 25 0 14 0 13 12

PL-6 PL-9

梁-1

[　小梁　]

名　　称 形　　状・寸　　法 計　　　算

1か所当り　×　 か所
　　6　　  ×　　2

梁高さ　　上下ﾌﾗﾝｼﾞ厚

　7，500　－　125×2　＝　7，250

　G2梁幅　　　ｳｴﾌﾞ厚

　250/2　－　12/2　＝　119
梁高さ　　上下ﾌﾗﾝｼﾞ厚

　400　－　22×2　＝　356



[短文] - 1

Ⅱ短文記述試験

問題-1

建築物などの築造や施工の実施のために必要な設計図書には、図面の他、

標準仕様書（または共通仕様書）や特記仕様書などがある。

そのうち、標準仕様書とは何かを、「新☆建築積算士ガイドブック」に準じて、 

61文字以上200文字以内で記述しなさい。

模範回答

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 標 準 仕 様 書 と は 、 建 築 物 な ど の 新 築 、 増 築 お

2 よ び 改 修 に 係 る 建 築 工 事 な ど に 共 通 に 適 用 す

3 る も の で 、 工 事 現 場 管 理 ・ 品 質 管 理 に 関 す る

4 事 項 、 使 用 す る 材 料 な ど の 性 能 お よ び 品 質 、

5 な ら び に 施 工 方 法 な ど を 規 定 し て い る 文 書 を

6 い う 。

7 国 の 技 術 基 準 で は 、 工 事 種 別 ご と 、 工 事 内 容

8 別 に そ れ ぞ れ 適 用 す る 公 共 工 事 標 準 仕 様 書 が

9 定 め ら れ て い る 。

10 設 計 図 書 の 中 で は 優 先 順 位 が 最 も 低 い 。

(新☆建築積算士ガイドブック P41～42)

2024 年度建築積算士試験 【二次試験】



[短文] - 2

Ⅱ短文記述試験

問題-2

建築物の解体工事で一般的な工法となっている重機による解体には、

圧砕機工法、ブレーカー工法、カッター工法、ワイヤーソーイング工法などがある。

そのうち、圧砕機工法とブレーカー工法のいずれか、または両方について、その概要を 

「新☆建築積算士ガイドブック」に準じて、61文字以上200文字以内で記述しなさい。

模範回答

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

1 圧 砕 機 工 法 と は 、 油 圧 を 原 動 力 と す る ハ サ ミ

2 状 の ア タ ッ チ メ ン ト （ 油 圧 圧 砕 機 ） を ベ ー ス

3 マ シ ン の 先 端 部 に 取 り 付 け 、 コ ン ク リ ー ト を

4 圧 砕 す る と と も に 鉄 筋 を 切 断 す る 解 体 工 法 。

5 圧 砕 ・ 切 断 し な が ら 解 体 す る た め 、 振 動 や 騒

6 音 が 少 な く 、 分 別 に も 適 し て い る 。

7 ブ レ ー カ ー 工 法 と は 、 ブ レ ー カ ー と 呼 ば れ る

8 先 端 の ノ ミ を 空 気 圧 で 振 動 さ せ コ ン ク リ ー ト

9 を 破 砕 す る 工 法 。 大 型 ブ レ ー カ ー は ス ピ ー ド

10 重 視 で 効 率 よ く 作 業 を 進 め る こ と が で き る 。

(新☆建築積算士ガイドブック P390)

2024 年度建築積算士試験 【二次試験】


